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研究成果の概要（和文）： 

(1)現存最古の洛中洛外図屏風（16 世紀前期）について、デジタル技術を用い、関連する絵画

などの比較などによって、制作当初の図像や色彩を想定した復元複製を制作することができた。

(2)描かれた事物について、歴史、民俗、美術などの各方面から検討を加え、さまざまな問題に

ついて新たな知見を得ることができた。(3)デジタルデータを元に、タッチパネルによる拡大や

比較、描かれた 1426人の人物検索データベースなどの仕組みを作り、展示やホームページで活

用した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
(1) About The Scenes In and Around Kyoto Screens National Museum of Japanese History 
Version A, 16th

 

 Century, we succeeded to make a replica which shows as they may have looked 
when they were first made by digital technique. (2)Studied the picture from several field 
such as History, Folklore, Art History, and cleared the meanings of many things which 
painted in the picture. (3) To use in the museum exhibition and web site, we developed 
the enlarge and compare system of pictures, and the database about the 1426 persons painted 
in the picture.   
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１． 研究開始当初の背景 

洛中洛外図屏風歴博甲本（旧三条家本、町
田本。以下「歴博甲本」）は、現存最古の洛
中洛外図屏風として著名である。しかし、こ
れまでの洛中洛外図屏風研究は上杉本に著
しく偏っていたため、歴博甲本独自の研究は
必ずしも盛んでなく、一般的な解説や初期洛
中洛外図屏風の中での比較はあっても、専論
はほとんどない状態であった。しかし、2007

年の国立歴史民俗博物館における企画展示
「西のみやこ 東のみやこ―描かれた中・近
世都市―」を契機とした研究から、基本的な
成立事情について有力な仮説を提示するに
至り、描かれた人物の特定や事物の解釈も進
んできた。制作年は 1525 年、発注者は細川
高国、作者は狩野元信と推定され、多くの人
物像が固有名詞で語れることなどが指摘さ
れている（小島道裕「洛中洛外図屏風歴博甲
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本の成立と初期洛中洛外図屏風諸本」『国立
歴史民俗博物館研究報告』第 145集、2008年）。 
 歴博甲本は、しかし右隻第二扇に大きな欠
失（後補）の部分があり、また全体的に画面
の破損・汚損がかなりあるため、本来の画像
についての理解が妨げられていた。これを復
元した複製を制作することは以前から検討
され、岩永（藤江）てるみ氏は、第二扇の欠
失部分について、制作者の立場から復元を試
みている（藤江てるみ『「洛中洛外図屏風歴
博甲本右隻第二扇」についてのオリジナル部
分の現状模写及び後補部分の再現』東京芸術
大学大学院、2000年）。 
岩永氏の復元は、描かれた祭礼・建築・人

物等について、画像の定量的な分析を踏まえ
た、客観性を持つ研究であるが、その妥当性
については、未だ各分野からの検討を経てい
ないため、一案にとどまっていた。これにつ
いても、図像研究の水準が上がり、またデジ
タル技術による画像処理が容易になったこ
とで、組織的な復元研究を進める条件が整っ
てきた。 
 歴史・美術分野のみならず、材料分析やＩ
Ｔ技術の研究者をも含めた共同研究体制に
より、また国立歴史民俗博物館におけるこれ
までの実績を踏まえて、画像データ加工によ
る試行錯誤を行うことで、蓋然性の高い復元
を行うことが可能である。 
 復元という共通の目標を掲げて図像研究
を行うことは、各分野からの研究を焦点を合
わせて進展させる効果が期待でき、また絵画
をどのように分析し、どのような手続きで復
元していくかという作業自体も、すぐれて研
究的な営為である。 
 そして、成果として制作された復元画像は、
展示や教育普及活動の素材として活用する
ことが可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現存最古の洛中洛外図屏風であ

る「歴博甲本」について、各分野からの協業
によって、資料としての標準的な理解を確立
するとともに、欠損や汚損部分や褪色につい
ての復元的研究を行い、デジタルデータによ
る画像加工によって、実際に制作当初を想定
した屏風を作成しようとするものである。各
分野の研究者が読み解いた画像の解釈や、材
料分析・図像復元試行などの成果を持ち寄り、
一つの対象を復元という共通の目的のため
に共同研究を行う点に特色があり、その過程
で、絵画資料の研究としても、復元技術の上
でも、これまでにない様々な知見がもたらさ
れることが予想される。すなわち、画像復元
をひとつの目標とするという作業自体が、さ
まざまな分野に波及する先端的な研究であ
る。 
 洛中洛外図屏風は京都の事物を詳細に描

いた絵画であり、歴史資料としても大きな価
値を持つものであるため、その研究の進展は、
美術史のみならず、政治史、社会史など多く
の分野に影響をおよぼし、新たな課題を生み
出すことになる。 
 そこで、各分野からの参加を求めて共同研
究体制を組織し、「歴博甲本」に描かれた内
容についての標準的な理解を形成し、かつ各
分野での「歴博甲本」を資料として用いた研
究の活性化を図りたい。 
歴博甲本は、４種ある初期洛中洛外図屏風

の祖本として位置づけられるため、その解明
には他の諸本との比較検討が必要であり、歴
博甲本のみならず、初期洛中洛外図屏風全体
の研究を進展させることともなる。 
また、最新のデジタル技術を用いて復元複

製という形で成果を形にし、その過程の情報
を公開すること、そして、博物館という実際
にその復元複製が展示され利用に供される
場における活用プログラムに至るまでの開
発を行い提示することは、今後行われるであ
ろう同種の研究や制作、そして絵画資料の利
用に対して、裨益する所が大きい。 
 
３．研究の方法 
(1)歴博甲本の個別画像を、政治史、社会史、
民俗学などの各分野から詳細に検討し直す
ことで、その意味を解明して標準的な理解を
形成し、また欠損・汚損部分について、内容
面からあるべき画像の復元を行う。 
(2)本来の色や形としての画像については、
材質等をはじめとするさまざまな分析や、個
別画像の蓄積と比較による経験的な試行に
よって特定し、適切なデジタル画像の処理と
出力によって、復元複製を完成させる。 
(3) 完成した複製品は、その妥当性について
展示による評価を行い、また、その制作品お
よび作成したデジタルデータを用いて教育
プログラムを試作・試行し、その可能性と有
効性を検証する。 
 
４．研究成果 
(1)「歴博甲本」の復元研究 
   当初目的とした、「歴博甲本」の制作当初
を想定した復元複製については、これをいっ
たん完成させて、実際に屏風の形に表具し、
企画展示で公開することができた。 
 作業としては、スキャナーによる原本から
のデジタルデータの取得と、その修正による
現状複製の作成、そしてそれをベースとした
画像の復元と色彩の復元を行ったが、いずれ
の段階においても、検討を重ねる過程で多く
の知見や作成のノウハウを得ることができ
た。 
 特に復元に際しては、原本の詳細な観察に
よって、残された内在的な情報を読み取るこ
とと、他の洛中洛外図屏風や関連する絵画資



 

 

料から、比較が可能な対象を探して検討を重
ねることで、かなり蓋然性の高い復元を行な
うことができた。もとより完全とは言えない
ものだが、制作当初を想定するためのひとつ
の基準となる案として、意義のあるものと言
えよう。 
 
(2) 描かれた画像および社会的背景の研究 
 画像の復元については、特に欠損部分につ
いて、どこまで正解であるかはともかく、上
述のように今後の検証に供するための具体
的な案を示すことができたが、欠損部分以外
についても、多くの参考画像を検討し、また
現地の景観や、発掘データによる知見、およ
び文献史料や他の絵画資料から確認できる
さまざまな事物の実態について、文献、考古、
民俗、有職故実など、それぞれの分野からの
報告を得ることで、理解を大きく前進させる
ことができた。これらは、それぞれの分野に
おいて、さらに新たな課題となるものであり、
また洛中洛外図屏風自体の研究においても、
相互比較や時系列的な系譜関係を念頭に置
いた検討を行なったことから、描かれた事物
の問題だけでなく、制作と需要の問題にも踏
み込んで考察を行なうことができた。 
 次項の活用と関連した画像研究としては、
「歴博甲本」に描かれた人物について、性別、
身分・職業、服装、場所などの情報を記述し
てデータベース化した。各項目について言語
化を行なったことは、あまり例のない大きな
成果であり、今後の同種の作業にひとつの標
準的な例を示したものと言え、また、描かれ
た人物の数自体も 1426 人と、これまでの説
より大幅に増加した。 
 
(3) 活用についての研究と実践 
 画像データの活用については、タッチパネ
ルによる超拡大自在閲覧装置のデータを更
新し、さらに画面を２分割して、「歴博甲本」
の復元複製と現状の比較、および「歴博甲本」
と「歴博乙本」の同じ場面を比較できるシス
テムを開発した。これまでの単純な拡大とそ
の解説から、さらに高い機能を持つ仕組みを
作ることができたと言える。 
  上述の「歴博甲本人物データベース」に関
しては、データの検索についても工夫して、
キーワードによる検索画面を作成し、企画展
示およびインターネットによる利用を開始
している。 
 企画展示においては、内容の読み解きパネ
ル、地形図との比較、個別画像のスライドシ
ョーを作成するなど、いくつかの試みを行な
い、今後の実践や、「歴博甲本」に限らない
絵画資料の内容分析に基づく活用、さらにそ
れらの横断化ないし総合化、といった課題に
道を開くことができた。 
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